
高橋　秀孝（44）

福岡県出身

2020.03~ 協力隊着任

たかはし

活動テーマ

古代の丘周辺の利活用推進活動
古代の丘を新たな集客の場として活性化するため、周辺の魅力ある資源の

利活用や縄文そばの館を起点としたイベントの運営・企画等に取り組む。

協力隊になったきっかけ

縄文そばの館は、長井市の西根地区にあり閉店してから２年経っていました

が、新店主が以前からの友人で、リニューアルオープンする際に手伝いする

ことがきっかけで定期的に長井市を訪れるようになりました。同時期に協力

隊の募集があり、応募したことがきっかけです。

隊員本人の顔が
分かる写真

自己紹介（プロフィール）
【氏 名】
高橋 秀孝

【年 齢】
４４歳

【出身地】
福岡県北九州市

【前 職】
営業、解体業

【着任時期】
R2.3～

【活動拠点（所属）】
縄文そばの館（農林課）

活動のテーマ・概要

〇縄文そばの館の新メニュー開発
・出身地北九州市のソウルフード「どきどきうどん」（牛すじ煮込みうどん）と縄文そばのコラボメニュー（例︓牛す
じ→馬すじで「縄文どきどきそば」）
・縄文ラーメン（ジビエで出汁をとったり、栽培した小麦で自家製麺を作ったり）
〇古代の丘の元管理棟のリノベーションによる賑わいの創出
・キャンプをする方へのドリンク（湧き水コーヒー）の提供
・テントサウナの設置

協力隊になったきっかけは︖

令和４年度の活動（こんなことやってます︕）

これからやってみたいこと、今後の抱負

【活動テーマ】
古代の丘周辺の利活用推進活動

【活動概要】
古代の丘を新たな集客の場として活性化するため、周辺の魅
力ある資源の利活用や縄文そばの館を起点としたイベントの運
営・企画等に取り組む。

長井市地域おこし協力隊活動報告

縄文そばの館は、長井市の西根地区にあり閉店してから２
年経っていましたが、新店主が以前からの友人で、リニューア
ルオープンする際に手伝いすることがきっかけで定期的に長井
市を訪れるようになりました。同時期に協力隊の募集があり、
応募したことがきっかけです。

●縄文そばの館
コロナ禍で閉館していた「縄文そばの館」を今年度オー
プンしました。
５月～１０月の土日・祝日に開館し、市内外の多くの
方々にご来館いただきました。

・縄文猪鹿せいろそば 980円（税込）※写真

●縄文の湧水コーヒー

縄文の湧水を使用した自家焙煎コーヒーを定期的に提
供する取組みを実施しました。5月～11月には、勧進
代の空き家を活用し、11月からは縄文そばの館でも
提供しました。

●フルーツビネガーサイダー
『地元産の弾かれフルーツを活用した果実酢＆ハチミツ＋綺麗
な湧水＝食料自給率のアップとフードロスの削減に貢献』を目
標に、「縄文そばの館」で提供しました。

・フルーツビネガーサイダー 300円（税込）※写真

今後の抱負

〇縄文そばの館の新メニュー開発

・出身地北九州市のソウルフード「どきどきうどん」（牛すじ煮込みうどん）と縄文そばのコラボメニュー（例：牛すじ→馬すじで「縄文どきどきそば」）

・縄文ラーメン（ジビエで出汁をとったり、栽培した小麦で自家製麺を作ったり）

〇古代の丘の元管理棟のリノベーションによる賑わいの創出

・キャンプをする方へのドリンク（湧き水コーヒー）の提供

・テントサウナの設置

ひでたか


